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まちからのお知らせ②

年
金
だ
よ
り

平
成
1
6
年
度
の
公
的
年
金
の

物
価
ス
ラ
イ
ド
に
つ
い
て

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の

公
的
年
金
は
、
年
金
額
の
実
質
的
な
価

値
を
維
持
す
る
目
的
で
、
前
年
の
全
国

消
費
者
物
価
指
数
の
上
昇
・
下
落
に
応

じ
て
、
そ
の
翌
年
度
の
年
金
額
を
改
定

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
物
価
が
上
昇
し
て
い
た

間
は
、
そ
の
上
昇
率
に
応
じ
て
年
金
額

が
引
き
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
平
成
1
1
年
か
ら
物

価
は
下
落
し
続
け
て
お
り
、
法
律
ど
お

り
の
取
扱
い
で
あ
れ
ば
、
消
費
者
物
価

の
下
落
率
に
対
応
し
、
次
年
度
以
降
の

年
金
額
を
マ
イ
ナ
ス
改
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
社
会
経
済
情
勢

等
に
鑑
み
、
平

成
1
2年
度
か
ら

平
成
1
4年
度
ま

で
３
年
連
続
で

年
金
額
を
据
え

置
く
特
例
措
置

が
講
じ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、

平
成
1
5年
度
に

は
、
現
役
世
代

の
賃
金
が
低
下

し
て
い
る
中
で
、

保
険
料
を
負
担

す
る
現
役
世
代

と
の
均
衡
と
高
齢
者
の
生
活
に
配
慮
し

つ
つ
、
特
例
と
し
て
平
成
1
4年
の
物
価

下
落
分
の
マ
イ
ナ
ス
0
.
9％の
み
の
改
定

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
平
成
1
5年
の
全
国
消
費
者
物

価
指
数
は
、
対
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
0
.
3％

と
な
り
ま
し
た
。
法
律
ど
お
り
の
取
扱

い
で
あ
れ
ば
、
平
成
1
6年
度
の
年
金
額

は
、
こ
の
マ
イ
ナ
ス
0
.
3％に
、
平
成
1
2

年
度
か
ら
平
成
1
4年
度
の
特
例
措
置
を

講
じ
て
据
え
置
い
た
マ
イ
ナ
ス
1
.
7％を

合
わ
せ
た
、
マ
イ
ナ
ス
2
.
0％に
引
き
下

げ
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
1
5年

度
と
同
様
、
高
齢
者
世
代
を
支
え
る
現

役
世
代
の
賃
金
が
低
下
し
て
い
る
中
で
、

保
険
料
を
負
担
す
る
現
役
世
代
と
の
均

衡
の
観
点
か
ら
、
高
齢
者
等
の
生
活
に

配
慮
し
つ
つ
、
平
成
1
6年
度
の
特
例
と

し
て
、
平
成
1
5年
の
消
費
者
物
価
の
下

落
分
マ
イ
ナ
ス
0
.
3％の
み
の
改
定
を
行

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

改
定
さ
れ
た
新
年
金
額
に
よ
る
年
金

の
支
払
い
は
、
原
則
、
平
成
1
6年
６
月

支
払
期
（
４
月
・
５
月
分
）
か
ら
と
な

り
ま
す
。
年
一
回
送
付
す
る
「
年
金
振

込
通
知
書
」
と
合
わ
せ
て
、
「
年
金
改

定
通
知
書
」
を
６
月
上
旬
ま
で
に
社
会

保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
年
金
受
給
権

者
あ
て
に
送
付
い
た
し
ま
す
。

新しい年金額は次のとおりです

年金の種類 平成16年度年金額

老齢基礎年金
( 満額の場合)

794, 500 円

障害基礎
年　　金

１級 993, 100 円

2 級 794, 500 円

遺族基礎年金
( 子１人の場合) 1, 023, 100 円

旧

法

５年年金 410, 800 円

10年年金 482, 700 円

老齢福祉年金 407, 100 円

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
や
、
父
が

重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童
を

育
成
さ
れ
て
い
る
家
庭
に
対
し
、
生

活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
、
児
童
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

次
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
「
児
童
」

を
監
護
し
て
い
る
母
、
ま
た
は
母
に

か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
（
養
育
者
）
が
手
当
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
「
児
童
」
と
は
1
8歳
に
達

す
る
日
以
降
、
最
初
の
３
月
3
1日

（
1
8歳
の
年
度
末
）
ま
で
を
い
い
ま

す
。ま

た
法
で
定
め
る
程
度
の
障
害
が

あ
る
場
合
は
、
2
0歳
未
満
ま
で
手
当

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
法
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の

状
態
に
あ
る
児
童

④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

⑤
父
に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る

児
童

⑥
父
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る
児
童

⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し

た
児
童

た
だ
し
、
公
的
年
金
や
遺
族
補
償

を
受
け
ら
れ
る
場
合
や
児
童
が
障
害

を
有
す
る
父
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年

金
の
加
算
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
場

合
は
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

支
給
に
つ
い
て
は
、
所
得
制
限
等

も
あ
り
ま
す
の
で
窓
口
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
児
童
の

健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、
身
体
や

精
神
に
障
害
を
有
す
る
児
童
を
監
護

し
て
い
る
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は

父
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

①
障
害
の
種
類
や
程
度
は
、
法
律
な

ど
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
「
児
童
」
と
は
、
2
0歳
未
満
ま
で

を
い
い
ま
す
。

③
診
断
書
（
窓
口
に
備
え
付
け
の
様

式
）
で
判
定
さ
れ
ま
す
。

④
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
を

お
持
ち
の
場
合
は
、
窓
口
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

年
金
だ
よ
り
、
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
、
ご
不

明
な
点
が
あ
れ
ば
役
場
町
民
福
祉
課
福
祉
国
保
係
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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